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研究成果の概要（和文）：表象過程に注目した研究1・2では，6歳頃には過去に謝罪したかに関わらず，新規謝罪情報
に基づいて加害児の行動や特性を判断することが明らかとなり，同様の傾向が児童を対象とした研究3でも確認された
。符号化・表象過程に着目した研究4・5では，被害児の表情がネガティブな場合に比べてポジティブな場合，幼児の謝
罪，補償行動の選択率が減少するが，6歳児になると，被害児の表情がポジティブであっても被害児の感情を推測する
よう促すことで謝罪や補償行動の選択率が高まることが示された。反応決定過程に注目した研究6では，謝罪された被
害児の感情や行動を予測するよう促す介入は，加害児の謝罪や告白を動機づけることが確認された。

研究成果の概要（英文）：6 studies are reported that concern social information processing and moral 
behavior including apology. In Study 1, 2, 3 focused on representation　process, results indicated that 
6-year-old and 8-12-year-old children predicted the perpetrators' behavior and moral traits on the basis 
of new apology information whether they apologized or not in previous conflict situations. In Study 4, 5, 
which focused on encoding process, results indicated that 4-6-year-old children selected more egocentric 
problem solving strategies and less moral strategy when victims displayed positive emotion than negative 
emotion. However 6-year-old children answered more moral strategies as actor’s behaviors with the 
intervention that promoted them to infer victim’s negative emotion. Study 6 focused on response decision 
process revealed that 4-6-year-old children were more likely to select apology as actor’s behavior when 
they were encouraged predicting victim’s emotion and behavior when they were apologized.

研究分野：発達心理学
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１．研究開始当初の背景 
 従来の謝罪研究では，主に謝罪生起頻度や
謝罪効果の認識，謝罪のタイプについての研
究知見が得られてきた。特に謝罪のタイプに
ついては，罪悪感を伴う誠実な謝罪は道具的
謝罪に比べ，加害児の行動改善や再犯防止に
大きな効果を持つことから，近年，高い関心
を集めるようになった。一方，謝罪発達にお
ける個人差についての研究知見はほとんど
得られていない。個人差を検討する際に有用
な理論に社会的情報処理理論がある。これは，
符号化，表象・解釈，反応検索，反応決定，
実行の５過程から人間の行動を説明するも
のであり，この理論に基づく教育プログラム
も多く存在する。謝罪を選択，実行するに至
るプロセスを本理論によって解明すること
は，対人葛藤やいじめ問題に関する介入の手
立てを講じる上で有用であろう。 
２．研究の目的 
 社会的情報処理理論の５つの過程のうち，
(1)符号化，(2) 表象・解釈過程，(3)反応決定
の３点に焦点を当てる。研究１・２・３では，
(2)表象・解釈過程において，記憶データベー
ス内の過去の謝罪情報と新規謝罪情報の処
理が謝罪選択にもたらす影響を検討する。研
究４・５では，(1)符号化過程，(2)表象・解釈
過程における表情情報の処理と謝罪との関
連性を明らかにする。研究６では，(3)反応決
定過程における結果の予見性と謝罪との関
連性を検討する。 
３．研究の方法 
(1)表象過程における記憶データベースの活
用と新規情報の処理 
①謝罪についての過去情報と新規情報が加
害児に関する道徳判断と謝罪予測に及ぼす
影響－謝罪あり過去情報を持つ加害児に関
する幼児の推測（研究１） 
調査対象児：４歳児 41 名，５歳児 38 名，6
歳児 46 名であった。 
手続き：調査は個別に実施した。調査対象児
を新規謝罪情報あり群となし群に分けた。新
規謝罪情報あり群には，「加害児は違反後に
いつも被害児に謝る」という過去の謝罪情報
に関する教示文 1 を提示した後，加害児に対
する道徳判断（よい子/悪い子）を求め，回答
の程度を 3 段階で尋ねた。その後，物の取り
去りについての課題文を提示し，加害児に対
する道徳判断と加害児の謝罪についての予
測（謝罪する/しない）を求め，回答の程度を
3 段階で尋ねた。最後に「加害児は被害児に
謝罪した」という新規の謝罪情報に関する教
示文 2 を提示し，加害児に対する道徳判断と
加害児の謝罪についての予測を求め，回答の
程度を 3 段階で尋ねた。新規謝罪情報なし群
に対する手続きについては，教示文 2 が「加
害児は違反後に一度も謝ったことがない」と
なる以外は新謝罪情報あり群と同様である。 
②謝罪についての過去情報と新規情報が加
害児に関する道徳判断と謝罪予測に及ぼす
影響－謝罪なし過去情報を持つ加害児に関

する幼児の推測（研究２） 
調査対象児：4 歳児 41 名，5 歳児 38 名，6
歳児 46 名であった。 
手続き：調査は個別に実施した。調査対象児
を予め，新規謝罪情報あり群となし群に分け
た。両群に対する調査手続きは，「加害児は
違反後に被害児に謝ったことが一度もない」
という過去の謝罪情報に関する教示文を提
示することを除けば，研究１と同様である。 
③加害児の謝罪情報が加害児の特性および
行動についての児童の予測に与える影響（研
究３） 
調査対象児：小学 2 年生 86 名，4 年生 86 名，
6 年生 66 名であった。 
手続き：質問紙による一斉調査を実施した。
調査対象児を予め，過去謝罪なし－新規謝罪
なし群（Ａ群），過去謝罪なし－新規謝罪あ
り群（Ｂ群），過去謝罪あり－新規謝罪なし
群（Ｃ群）に分けた。加害児について過去の
謝罪情報に関する教示文（加害児は違反後に
常に謝罪する/謝罪したことがない）を提示し
た後，物の取り去りについての課題文を示し，
新規謝罪情報に関する教示文（加害児は謝罪
した/謝罪しなかった）を示した。続いて，類
似場面における謝罪の有無（加害児が謝罪す
るか否か）と加害児についての道徳判断（よ
い子/悪い子）に関する質問を実施した。 
(2) 符号化・表象過程における表情情報の処
理と介入の効果 
①被害児の表情が加害児の謝罪に及ぼす影
響（研究４） 
調査対象児：4 歳児 39 名，5 歳児 40 名，6
歳児 41 であった。    
手続き：調査は個別に実施した。調査対象児
をネガティブ表情群とポジティブ表情群に
分けた。物の持ち去りについての課題文と被
害児の表情に関する教示文（ネガティブ/ポジ
ティブ）を提示した後，①加害児の行動につ
いて自由回答を求めた。その後，「加害児は
この後謝罪した」という挿入文を示し，②罪
悪感，③補償行動，④違反の繰り返し抑制に
ついて二者択一で回答を求めた。 
②他者感情推測が幼児の謝罪に及ぼす影響
（研究５） 
調査対象児：5 歳児 40 名，6 歳児 40 名であ
った。 
手続き：調査は個別に実施した。調査対象者
を予め，他者感情推測あり群となし群の 2 群
に分類した。まず，物の取り去り場面で笑顔
の被害児に加害児が謝罪したという課題文
を提示した。その後，他者感情推測あり群の
み，「このとき被害児はどんな気持ちだと思
う？」と，ポジティブな表情を示す被害児の
感情を推測するよう求めた。続いて，両群に
対し，①加害児の行動について自由回答を求
め，②罪悪感，②補償行動，④違反の繰り返
し抑制について 3段階で評定するよう求めた。 
(3) 反応決定過程における結果予測と謝罪と
の関連（研究６） 
調査対象児：4 歳児 40 名，5 歳児 41 名，6



歳児 42 名であった。 
手続き：調査は個別に実施した。調査対象児
を予め結果予測あり群と結果予測なし群に
分類し，結果予測あり群には，視点取得課題
と違反課題を実施し，結果予測なし群には違
反課題のみを実施した。課題文は，被害児の
所有する人形を，被害児を含め誰も見ていな
い状況で，加害児が壊してしまうというもの
であり，Barrett ら(1993)を参考に作成した。
【視点取得課題】課題文を提示した後，①加
害児が違反を告白し謝罪した場合の被害児
の感情と②加害児が謝罪した後の被害児の
行動を自由回答で求めた。 
【違反課題】課題文を提示した後，①加害児
の行動予測を自由回答で求め，②罪悪感と③
違反の繰り返し抑制の程度を 3段階で求めた。  
４．研究成果 
(1) 表象過程における記憶データベースの活
用と新規情報の処理 
①謝罪についての過去情報と新規情報が加
害児に関する道徳判断と謝罪予測に及ぼす
影響－謝罪あり過去情報を持つ加害児に関
する幼児の推測（研究１） 
「違反後にいつも謝罪した」という過去の

謝罪情報を持つ加害児について，幼児に以下
の判断，予測を求めた。 
【謝罪特性を持つ加害児に対する道徳判断】  
加害児に関して，良い子か悪い子のいずれ

かを選択するよう求め，その程度を各 3 段階
で尋ねたものを第 1 道徳得点とした。幼児の
善悪判断の程度に，年齢が影響するかについ
て１要因の分散分析を行ったところ，年齢の
主効果が有意であった。ボンフェローニの検
定を行った結果，４歳児よりも６歳児の得点
が有意に高いことが示された。 
【謝罪特性を持つ加害児に対する対人葛藤
後の道徳判断】加害児について，新たに違反
を犯したときの道徳判断を幼児に求めた。良
い子か悪い子かのいずれかを選択するよう
求め，その程度を各 3段階で尋ねたものを第
2 道徳得点とした。第 2 道徳得点の高さに年
齢が関連するかについて 1要因の分散分析を
行った結果，年齢の主効果が有意であった。
ボンフェローニの検定を行ったところ，4 歳
児よりも 5歳児の得点が有意に高かった。 
【謝罪特性を持つ加害児に対する対人葛藤
後の謝罪予測】加害児が，新たな違反後に謝
罪を選択するか否かを幼児に予測するよう
求め，その程度を各 3段階で尋ね，第 1 謝罪
得点を算出した。第 1謝罪得点に年齢による
違いが見られるかを明らかにするために１

要因の分散分析を行った結果，有意な年齢差
は見られなかった。 
【謝罪特性を持つ加害児についての善悪判
断に新規謝罪情報が及ぼす影響】加害児に対
する幼児の道徳判断に，新規謝罪情報が影響
するか否かを検討するため，謝罪教示文を提
示した後に，加害児が良い子か悪い子かを各
3 段階で求め，第 3 道徳得点を算出した。第
3 道徳得点に年齢と新規謝罪情報による違い
が見られるか否かについて，年齢（3：4，5，
6 歳児）×新規謝罪情報群（2：謝罪あり，な
し）の 2 要因分散分析を実施した。新規謝罪
情報群の主効果と年齢×新規謝罪情報群の
交互作用が有意であったため，ボンフェロー
ニの検定による多重比較を行った結果，5・6
歳児では新規謝罪なし群よりも新規謝罪あ
り群の得点が有意に高く，新規謝罪あり群で
は 4歳児より 6歳児の得点が有意に高かった。 
【謝罪特性を持つ加害児についての謝罪予
測に新規謝罪情報が及ぼす影響】過去の謝罪
特性情報を持つ加害児の謝罪についての幼
児の予測に，新規謝罪情報が影響するかを確
認するために，新たな違反後に加害児が謝罪
するか否かを尋ね，その程度を各 3 段階で求
め，第 2 謝罪得点とした。第 2謝罪得点につ
いて年齢（3：4，5，6歳児）×新規謝罪情報
群（2：謝罪あり，なし）の 2 要因分散分析
を行った結果，年齢×新規謝罪情報群の交互
作用が有意であった。ボンフェローニの検定
を用いた多重比較を実施したところ，6 歳児
では新規謝罪なし群よりも新規謝罪あり群
の得点が有意に高いことが示された。 
②謝罪についての過去情報と新規情報が加
害児に関する道徳判断と謝罪予測に及ぼす
影響－謝罪なし過去情報を持つ加害児に関
する幼児の推測（研究２） 
「違反後に謝罪したことがない」という過

去の謝罪情報を持つ加害児について，幼児に
以下の判断，予測を求めた。 
【謝罪特性を持つ加害児に対する道徳判断】 
 加害児について良い子か悪い子のいずれ
かを選択するよう求め，その程度を各 3段階
で尋ねたものを第 1道徳得点とした。第 1道
徳判断得点に年齢による違いが見られるか
について１要因の分散分析を行ったところ，
年齢の主効果が有意であった。ボンフェロー
ニの検定を行った結果，４歳児よりも６歳児
の得点が有意に高かった。 
【謝罪特性を持つ加害児に対する対人葛藤
後の道徳判断】新たに違反を犯した加害児に
ついて，良い子か悪い子かのいずれかを選択
するよう幼児に求め，その程度を各 3段階で
尋ねたものを第 2道徳得点とした。第 2 道徳
得点の高さに関して年齢に関する 1要因分散
分析を行ったところ，年齢の主効果が有意で
あった。ボンフェローニの検定を行ったとこ
ろ，4歳児よりも 5・6歳児の得点が有意に高
いことが示された。 
【謝罪特性を持つ加害児に対する対人葛藤
後の謝罪予測】加害児が新たな違反後に謝罪



を選択するか否かを幼児に予測するよう求
め，その程度を各 3 段階で尋ねたものを第 1
謝罪得点とした。第 1謝罪得点が年齢によっ
て異なるかについて１要因の分散分析を行
ったが，有意な年齢差は見られなかった。 
【謝罪特性を持つ加害児についての善悪判
断に新規謝罪情報が及ぼす影響】加害児に対
する幼児の道徳判断に，新規謝罪情報が影響
するか否かを検討するため，謝罪教示文を提
示した後に，加害児が良い子か悪い子かを各
3 段階で求めたものを第 3 道徳得点とした。
第 3道徳得点について，年齢（3：4，5，6歳
児）×新規謝罪情報群（2：謝罪あり，謝罪
なし）の 2 要因分散分析を実施したところ，
年齢の主効果(F(2, 119) = 4.49, p < .05)，新規謝罪
情報群の主効果(F(1, 119) = 80.24, p < .01)が有意
であり，年齢×新規謝罪情報群の交互作用
(F(2, 119) = 2.90, .05 < p < .10)に有意傾向が見ら
れた。ボンフェローニの検定を用いた多重比
較を行ったところ，5 歳児よりも 4 歳児，新
規謝罪なし群よりもあり群の得点が有意に
高く，新規謝罪なし群では 5 歳児に比べ 4歳
児の得点が有意に高かった。 
【謝罪特性を持つ加害児についての謝罪予
測に新規謝罪情報が及ぼす影響】加害児の謝
罪についての幼児の予測に，新規謝罪情報が
影響するかを確認するために，新たな違反後
に加害児が謝罪するか否かを尋ね，その程度
を各 3段階で求め，第 2謝罪得点とした。第
2 謝罪得点について年齢（3：4，5，6歳児）
×新規謝罪情報群（2：謝罪あり，謝罪なし）
の 2要因分散分析を行った結果，新規謝罪情
報の主効果(F(1, 119) = 7.26, p < .01)と年齢×新
規謝罪情報群の交互作用 (F(2, 119) = 6.34, p 

< .01)が有意であった。ボンフェローニの検定
による多重比較を実施したところ，6 歳児で
は新規謝罪なし群よりも新規謝罪あり群の
得点が有意に高いことが明らかになった。 
③加害児の謝罪情報が加害児の特性および
行動についての児童の予測に与える影響 
【加害児の謝罪についての児童の予測】児童
が加害児の謝罪を予測する程度に年齢と謝
罪情報群による違いが見られるかについて，
逆正弦変換法を用いた分散分析を行ったと
ころ，年齢の主効果(χ２(2) = 14.09, p < .01)，謝罪
情報群の主効果(χ２(2) = 89.36, p < .01)，年齢×謝
罪情報群の交互作用(χ２(4) = 30.21, p < .01)が有
意であった。ライアン法による多重比較を行
った結果，加害児が謝罪すると予測した者は，
Ａ群，Ｃ群，Ｂ群の順で多いことが明らかに
なった。謝罪情報群における年齢の単純主効
果と年齢における謝罪情報群の単純主効果
がともに有意水準に達し，加害児が謝罪する
と予測した者は，Ａ群では 4 年生，6年生，2

年生の順で多く，Ｃ群では 6 年生よりも 4年
生で多く，2・6 年生ではＡ・Ｃ群よりもＢ群，
4 年生ではＡ群，Ｃ群，Ｂ群の順で多かった。 
【加害児に対する道徳判断】加害児がよい子
か悪い子かという道徳判断に，年齢と謝罪情
報群による違いが見られるかを明らかにす
るために，逆正弦変換法を用いた分散分析を
行った。分析の結果，謝罪情報群の主効果(χ
２(2) = 62.12, p < .01)と年齢×謝罪情報群の交互
作用(χ２(2) = 18.72, p < .01)が有意であった。ライ
アン法による多重比較を行った結果，加害児
を「よい子」であると判断した者は，Ａ群よ
りもＣ群，Ｃ群よりもＢ群で多かった。また，
謝罪情報群における年齢の単純主効果と年
齢における謝罪情報群の単純主効果がとも
に有意であり，加害児が「よい子」であると
判断した者は，Ａ群では 4年生よりも 2年生，
Ｃ群では 6 年生よりも 4 年生で多く，2 年生
ではＡ群よりもＢ群，4年生ではＡ群，Ｃ群，
Ｂ群の順で，6 年生ではＡ・Ｃ群よりもＢ群
で多かった。 
以上のことから，加害児の道徳特性と謝罪

行動についての幼児の予測に，謝罪に関する
過去および新規情報が影響することが示さ
れた。具体的には，過去に謝罪した加害児に
ついては，「新たな違反場面で謝罪した」と
いう新規謝罪情報による影響は，道徳判断に
関しては 5歳頃から，謝罪の予測に関しては
6 歳児において確認された。他方，過去に謝
罪しなかった加害児については，「新たな違
反場面で謝罪しなかった」という新規謝罪情
報による影響を道徳判断において強く受け
るのは 4 歳児であり，反対に「新たな違反場
面で謝罪した」という新規謝罪情報による影
響を謝罪予測において受けるのは 6歳児にな
ってからであることが示された。6 歳児にお
ける結果は児童期においても支持され児童
期では，過去に謝罪したか否かにかかわらず，
新たな違反場面で謝罪することが，類似場面
における加害児の謝罪を予測し，加害児を
「よい子」であると判断する上では重要であ
るといえる。一方，加害児の行動予測や善悪
判断に謝罪に関する新規情報がもたらす影
響力が児童期中期において顕著になる原因
に関しては本研究では明らかにされなかっ
た。謝罪についての新規情報と過去情報の処
理が発達的にどのようなプロセスを辿るか
については今後の重要な検討課題である。 
(2) 符号化・表象過程における表情情報の処
理と介入の効果 
①被害児の表情が加害児の謝罪に及ぼす影
響 
【加害児の行動予測に及ぼす被害児の表情
の影響】加害児の行動についての幼児の回答



を 3カテゴリー（①謝罪・補償行動，②自己
中心的方略，③分からない・何もしない）に
分類し，カテゴリー別に年齢（3：4，5，6歳
児）×被害児の表情（2：ネガティブ，ポジ
ティブ）の逆正弦変換法を用いた分散分析を
行った。①謝罪・補償行動に関しては，表情
の主効果が有意であり(χ２(1) ＝ 17.02, p ＜ .01)，
年齢の主効果に有意傾向が見られた(χ２(2) ＝ 

6.11, .05 ＜ p ＜ .10)。下位検定の結果，謝罪・
補償行動の回答は，4 歳児よりも 6 歳児，ポ
ジティブ表情群よりもネガティブ表情群で
多かった。②自己中心的方略については年齢
の主効果が有意であり(χ２(2) ＝ 7.56, p ＜ .05)，
下位検定の結果，6 歳児よりも 4 歳児におけ
る回答が多かった。③分からない・何もしな
いに関しては，表情の主効果が有意であり(χ
２(1) ＝ 29.95, p ＜ .01)，ネガティブ表情群より
ポジティブ表情群での回答が多かった。 
【謝罪後の加害児の認識に及ぼす被害児の
表情の影響】罪悪感，補償行動，違反の繰り
返し抑制についての幼児の回答に関して，
各々年齢（3：4，5，6歳児）×被害児の表情
（2：ﾈｶﾞﾃｨﾌﾞ，ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞ）の逆正弦変換法を
用いた分散分析を行った。罪悪感に関して年
齢×被害児の表情の交互作用に有意傾向が
見られたため(χ２(2) ＝ 5.75, .05 ＜ p ＜ .10)，被
害児の表情における年齢の単純主効果の検
定を行ったところ，ネガティブ表情群におけ
る年齢の単純主効果が有意であった。ライア
ン法による多重比較を行った結果，ネガティ
ブ表情群では，5歳児に比べて6歳児の方が，
被害児に罪悪感を認識すると回答した者が
有意に多かった。さらに，5 歳児における被
害児の表情の単純主効果が有意であり，5 歳
児ではネガティブ表情群よりもポジティブ
表情群において，被害児に罪悪感を認識する
回答した者が有意に多かった。違反の繰り返
し抑制に関しては，年齢の主効果が有意であ
り(χ２(1) ＝ 16.44, p ＜ .01)，下位検定の結果，
違反の繰り返しを抑制すると回答した者は 4
歳児よりも 5・6歳児の方が有意に多かった。 
②他者感情推測が幼児の謝罪に及ぼす影響 
【ポジティブな表情を示す被害児の感情に
ついての幼児の理解】 他者感情推測あり群
に対してポジティブな表情を示す被害児の
感情を推測するよう求め，回答を 2 カテゴリ
ー（ネガティブ感情，ポジティブ感情）に分
け，年齢別に 2項検定を用いて分析したとこ
ろ，両年齢ともにポジティブ感情よりもネガ
ティブ感情の回答が多かった(ともに p < .01)。 
【他者感情推測が加害児の行動についての
幼児の予測に与える影響】加害児の行動につ
いての回答を 3 カテゴリー（①謝罪・補償行

動，②自己中心的方略，③分からない・何も
しない）に分類し，各カテゴリーにおける幼
児の回答に他者感情推測の有無による違い
が見られるかについて，年齢ごとにχ２検定
を行ったところ，6 歳児については他者感情
推測による回答の偏りが有意であった(χ２(2) = 

7.29, p < .05)。残差分析の結果，他者感情推測
あり群では①謝罪・補償行動カテゴリーの残
差がプラスに有意であり，③分からない・何
もしないカテゴリーの残差がマイナスに有
意であった。反対に，他者感情推測なし群で
は②分からない・何もしないカテゴリーの残
差がプラスに有意であり，①謝罪・補償行動
カテゴリーの残差がマイナスに有意であっ
た。5 歳児に関しても，他者感情推測による
回答の偏りが有意であり(χ２(2) = 6.29, p < .05)，
残差分析を行ったところ，③何もしない・分
からないカテゴリーについては，他者感情推
測なし群における残差がプラスに有意であ
り，反対に，他者感情推測あり群における残
差がマイナスに有意であった。 
【他者感情推測が加害児の罪悪感，補償行動，
違反の繰り返し抑制についての幼児の予測
に与える影響】質問②～④に対する回答から，
罪悪感得点，補償行動得点，違反の繰り返し
抑制得点を算出し，各得点が他者感情推測の
有無によって異なるか否かについて年齢別
に t検定を行ったが，いずれの得点について
も群による有意な得点差は見られなかった。 
 以上のことから，被害児の表情がネガティ
ブな場合に比べてポジティブな場合，幼児の
謝罪，補償行動の選択率が減少すること，被
害児の表情がポジティブであるとき，被害児
の感情を推測するよう求める介入の効果は 5
歳児から認められるが，年齢によって効果の
示され方が異なり，5 歳児では，被害児の感
情推測によって，何をすべきかわからないと
いった違反後の困惑が減少されるのみであ
ったのに対し，6 歳児では違反後の困惑が減
少され，かつ謝罪や補償行動が動機づけられ
ることが明らかになった。 
(3) 反応決定過程における結果予測と謝罪と
の関連（研究６）    
【被害児の感情についての幼児の予測】加害
児が謝罪した際の被害児の感情についての
回答を 2 カテゴリー（①ポジティブ感情，②
ネガティブ感情）に分類しχ２検定したとこ
ろ，人数の偏りに有意傾向が見られた(χ２(2) ＝ 

5.26, .05 ＜ p ＜ .10)。残差分析の結果，6 歳児
では 4・5 歳児に比べ，加害児の謝罪を受け
た被害児の感情について，ポジティブな感情
を予測する者が多く，ネガティブな感情を予
測する者が少ない傾向にあった。 
【被害児の行動についての幼児の予測】謝罪
を受けた被害児がその後どのような行動を
示すかを予測するよう求め，回答を①許容，
②非許容，③その他・分からないの 3カテゴ
リーに分類しχ２検定した結果，年齢による
有意な人数の偏りは見られず，いずれの年齢
児も謝罪後に加害児を許容すると回答した



者が多かった。 
【謝罪結果の予測が加害児の問題解決方略
にもたらす影響】加害児の行動予測について
の調査対象児の回答を①謝罪・告白と②自己
中心的方略の 2 カテゴリーに分類し，各カテ
ゴリーにおける回答が年齢と被害児の視点
取得に関する介入の有無によって異なるか
否かについて年齢（3；4・5・6歳児）×介入
（2；あり・なし）の逆正弦変換法を用いた
分散分析を行った。分析の結果，謝罪につい
ては年齢の主効果(χ２(2) ＝ 6.69, p ＜ .05)と介
入の主効果(χ２(1) ＝ 18.44, p＜ .01)が有意であ
り，下位検定を行ったところ，謝罪・告白を
多く回答した者は，5 歳児よりも 6 歳児，介
入なし群よりもあり群で多かった。自己中心
的方略については，年齢の主効果(χ２(2) ＝ 6.69, 

p ＜  .05)と介入の主効果 (χ ２ (1) ＝  18.44, p 

＜ .01)が有意であり，下位検定の結果，6歳児
よりも 5 歳児，介入あり群よりもなし群にお
いて回答が多かった。 
【罪悪感の認識と違反の繰り返し欲求の抑
制における介入の効果】質問②，③に対する
回答から，罪悪感得点と違反の繰り返し抑制
得点を算出し，各得点について年齢（3；4・
5・6 歳児）×介入（2；あり・なし）の 2 要
因分散分析を行ったところ，罪悪感得点につ
いて年齢の主効果に有意傾向が見られ (F(2, 

115) ＝ 2.50, .05 ＜ p ＜ .10)，4 歳児よりも 6歳
児の得点が有意に高い傾向にあった。違反の
繰り返し抑制得点についても，年齢の主効果
が有意であり(F(2, 115) ＝ 14.29, p ＜ .01)，4・5
歳児よりも 6 歳児の得点が有意に高かった。 
以上の結果から，加害児に，被害児の視点

から謝罪された被害児の感情や行動を予測
するよう促す介入は，加害児が自己中心的方
略ではなく謝罪や告白を選択するよう動機
づけるという点において有用であることが
示された。一方，罪悪感や違反の繰り返し抑
制など加害児の認識を変容しないなどとい
う，介入による効果の限界，課題も示された。 
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